
■地方独立行政法人の目標設定と実績評価　　　　　　　　　　　　　　　　　　■現在の年度評価についての主な課題・意見（これまでの委員コメントから）



■現在の年度評価方法　　　　　　　　　　　　
　

【参考】第１期中期計画の小項目数

　《大学》　　　　　　　　　　　　　《病院》

①大学の教育研究等の質の向上　　①府民に提供するサービスその他の

②業務運営の改善・効率化　　　　　業務の質の向上

③財務内容の改善　　　　　　　　②業務運営の改善及び効率化

④自己点検・評価及び情報提供　　③財務内容の改善（不良債務の解消）

⑤その他の業務運営

（小項目数　215）　　　　　　　（小項目数　100）
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年度評価の見直しについて
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○評価対象となる小項目数（100～200項目）が多く、論点の明確化を図るべき。


○活動実績だけでなく、成果（アウトカム）のディスクローズや評価も必要ではないか（目玉事業など）。


○特徴的な取組みを示すなど、府民に分かりやすいものにすべき。


○府・府民とのコミュニケーションツールとして活用するべき


○目標比だけでなく、前年比をミックスして評価してはどうか。


○類似する法人との比較の観点で行うべき。


○（大学の）教育面は評価できないが、学生（人材）面や地域貢献面などは評価すべき。


○（年度計画（目標）の設定にあたって、評価委員会に説明すべき）
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■見直しの方向性（案）








①法人が、小項目毎に自己評価（Ⅰ～Ⅴ）し、年度業務報告書を作成。　　　　


②評価委員会が、小項目評価（Ⅰ～Ⅴ）を確定　　　　　　　　　　　　　　　


③評価委員会が、小項目評価を踏まえ大項目評価（S、A～D）


　　例：すべての小項目がⅢ評価以上→A評価（計画どおり）


④評価委員会が、全体評価（記述式）





(1)ディスクロージャーの重点化


・評価委員会への実績報告の項目数を削減（概ね20～30）⇒論点の明確化


・主要項目について、目標とする数値やアウトカムを設定・提示


　　⇒目標に対する毎年の進捗度や成果を報告


(2)時系列・相対的な法人の姿についても開示


・主要経営指標について他機関との比較表や経年比較表を資料提示


(3)その他


・大学の地域貢献などについては、評価委員会で評価


・現在の小項目評価を否定するものではない。（法人内のセルフチェック等で活用）








